
  

 

 

 

2022年 1月 13日 

セコム株式会社 

 

世界初、AIを活用したバーチャルキャラクターが 

警戒・受付業務を提供する｢バーチャル警備システム｣を発売 
 
 セコム株式会社(本社：東京都渋谷区、社長：尾関一郎)は、世界初※となる AIを活用し警戒監視

や受付業務などを行う「バーチャル警備システム」を、2022年 1月 13日（木）より販売開始しま

す。 

        
立哨する「バーチャル警備員」       AIを活用して受付業務を行う 

 

労働力人口が減少していく日本社会において、持続的な経済成長を図っていくために、さまざま

な業務をより効率的に少人数で行うことが求められています。警備業もその例外ではなく、特に有

人施設などにおける常駐警備においては、セキュリティニーズに応えるための人材確保、人件費高

騰によるサービス価格への影響を回避するための新たな解決策が必要となっています。 

このたび発売する「バーチャル警備システム」は、現実空間を映しこむディスプレイ一体型ミラ

ー上に 3Dモデルとして表示したバーチャルキャラクター「バーチャル警備員」が常駐警備サービ

スを提供するセキュリティシステムです。AIを活用した警戒監視や受付業務などを「バーチャル警

備員」が提供、対処や緊急対応などの業務は熟練した常駐警備員が提供します。また、クラウド制

御により、どこからでもモニタリングや設定操作が可能です。 

 これにより人員配置の効率化とコストを抑えながら警備強化を実現することができ、幅広いお客

様に高度な常駐警備サービスをご利用いただけます。 

 本サービスは、革新的・独創的なサービス創造に向けたセコムとパートナーとの戦略的な協働プ

ロジェクトのブランド「SECOM DESIGN FACTORY」から誕生したもので、セコム、AGC株式会社、株

式会社ディー・エヌ・エー、株式会社 NTTドコモの 4社が協働して 2019年 4月に初期プロトタイ

プを発表し、試験運用と開発を繰り返しながら実用化を図りました。 

今後もセコムは、想いを共にするパートナーと先端技術を駆使したセキュリティの開発を進め、

「安全・安心」な社会の実現を目指すと共に、社会の生産性向上に寄与するサービスを提供してい

きます。 
※：2019年 4月現在（セコム調べ） 

  

【報道関係者の方からのお問い合わせ】 
セコム株式会社 コーポレート広報部 井踏、仁村 
TEL：03-5775-8210 E-mail：press@secom.co.jp 

 
【本サービスに関するお問い合わせ】 

セコム株式会社 企画部 
E-mail：securitech@secom.co.jp 
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■「バーチャル警備システム」の特長 

「バーチャル警備システム」の監視卓か

ら最大 3台の「バーチャル警備員」を管

理でき、常駐警備員と連携した効率的で

高度な施設警備を提供します。 

「バーチャル警備員」は男性「衛（まも

る）」・女性「愛（あい）」の２キャラク

ターがあり、使い分けることができま

す。 

 

 

 

 

1.AIを活用した高度な警戒監視 

「バーチャル警備員」は目配せなどにより存在感を発揮しつつ周囲の警戒・監視を行い、犯罪抑止

効果を発揮します。内部にカメラやモーションセンサーなど各種センサーを搭載し、AI解析により

近づいた人への声掛けを行うほか、映像または音声で急病人の発生といった緊急事態を認識した場

合は自動でモニタリングダッシュボード（監視用アプリ）に通報します。 

 

2.自然で親しみやすい受付対応 

 来訪者から話しかけられると、AIが音声認識してお客様があらかじめ設定した対話シナリオに沿

って、自律的に受付業務を行います。来訪者の背丈に合わせて腰をかがめたり、対話内容に応じた

自然な表情をしたりすることができ、地図など案内に必要な画像の表示もできます。必要時にはモ

ニタリングダッシュボードより常駐警備員が遠隔で通話して応対することも可能です。オプション

で、顔認証システムと連携させた来訪者のご案内や、サーマルカメラを設置して来訪者に検温のお

願いをすることもできます。 

 

3.常駐警備員との連携対応 

「バーチャル警備員」からの映像・音声や通報はリアルタイムで施設内の防災センターのモニタリ

ングダッシュボード（監視アプリ）に届きます。「バーチャル警備員」による自律応答が難しい場

合やきめ細やかな対応が必要な時にはモニタリングダッシュボードより常駐警備員が遠隔で通話し

て応対することも可能で、緊急時には常駐警備員が駆け付けて適切に対応します。「バーチャル警

備員」と熟練した常駐警備員ならではの能力を組み合わせて効率的な警備強化が実現します。 

 

4.クラウドを活用した遠隔対応 

 モニタリングダッシュボードなど管理システムをクラウド化したことにより、「バーチャル警備

システム」の対話シナリオや案内地図など、各種設定の更新がいつでも容易に可能です。また、遠

隔地から「バーチャル警備システム」のカメラの映像の確認のほか、「バーチャル警備員」による

自律応答が難しい場合の対応もできます。災害発生時にはミラーディスプレイに避難経路などを表

示することもできます。 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■機器構成 

 

 

 

 

 

画像の表示 

も可能 

衛（まもる） 愛（あい） 

対話モードの表示 音声認識結果の表示 画像表示 

目合わせによる警戒動作 

平常時、笑み、怒りの 3表情 

サーマルカメラと連動した発熱検知 



■仕様 

  ※上記以外のサイズについては、個別にご相談となります。 

 

 

■料金（レンタルの場合） 

名 称 レンタル価格（月額） 

バーチャル警備システム一式 

エッジ筐体 1 台のみの場合：350,000 円（税込 385,000 円） 

2 台セット    ：650,000 円（税込 715,000 円） 

3 台セット    ：950,000 円（税込 1,045,000 円） 

オプション 
発熱検知連携 10,000 円/台（税込 11,000 円/台） ※ 

顔認証連携 80,000 円/台（税込 88,000 円/台） 

イニシャル 初期設定費 1,000,000 円（税込 1,100,000 円）※ 

   ※発熱検知連携には、サーマルカメラのレンタル費用も含まれます。 

  ※セコムの常駐警備サービスとセットでご利用の場合、特典として初期設定費用は無料です。 

 

 

■SECOM DESIGN FACTORY（セコムデザインファクトリー）について 

革新的・独創的なサービス創造に向けたセコムとパートナーとの戦

略的な協働プロジェクトを示すブランド。広く多様な価値の中で、新た

な顧客価値および社会的価値を創り出していく活動やそこから生まれ

た商品を表します。ロゴマークのデザインは、今までなかった新しい価

値を創出する“０→１”のイメージと未来へ向かって進んでいく想いを

表現しています。 

・SECOM DESIGN FACTORYウェブサイト 

https://www.secom.co.jp/innovation/designfactory/ 

 

 

 

 

筐体イメージ 

 

 

 

筺体サイズ W90cm×D100cm×H190cm 

設置スペース W120cm×D180cm 

設置条件 
【電源容量】1500w 

【インターネット環境】LTE/5G/無線 LAN/有線 LAN 

https://www.secom.co.jp/innovation/designfactory/


＜参考＞ 

・報道資料（2019年 4月 25 日） 

世界初、AIを活用して等身大バーチャルキャラクターが 

警備・受付業務を提供する「バーチャル警備システム」を開発 

https://www.secom.co.jp/corporate/release/2019/nr_20190425.html 

・報道資料（2020年 6月 1 日） 

 「バーチャル警備システム」による発熱者対応の実証実験を実施 

https://www.secom.co.jp/corporate/release/2020/nr_20200601.html 

・報道資料（2021年 2月 18 日） 

 「バーチャル警備システム」が「日本オープンイノベーション大賞」で経済産業大臣賞を受賞 

https://www.secom.co.jp/corporate/release/2020/nr_20210218.html 

https://www.secom.co.jp/corporate/release/2019/nr_20190425.html
https://www.secom.co.jp/corporate/release/2020/nr_20200601.html
https://www.secom.co.jp/corporate/release/2020/nr_20210218.html

